
だれもが どれも 選べる社会にだれもが どれも 選べる社会に

ＳＤＧｓ
目標５の
ポイント！

ジェンダー平等を実現しよう
・男女の違いにある不平等や差別をなくすこと
・性別の違いにかかわらず、多様な性の在り方を受け入
　れて誰もが平等に能力を発揮できるようにすること

（令和６年度『男女共同参画週間』キャッチフレーズ）（令和６年度『男女共同参画週間』キャッチフレーズ）

問い合わせ　市民協働グループ（☎�２１３９）問い合わせ　市民協働グループ（☎�２１３９）

～男女共同参画社会を目指して～～男女共同参画社会を目指して～

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は

男
女
の
働
き
方
に
つ
い
て

令
和
モ
デ
ル
の
実
現
に

向
け
て

○日本の子育て事情
　６歳未満の子どもがいる世帯の家事などに要する時間は、2021年時点
で夫が１時間54分、妻は７時間28分（図２参照）。

　スイスの非営利財団『世界経済フォーラム』が公表した2024年のジェンダー・ギャップ指数
では、日本は教育や健康において男女間での格差が小さい一方、政治・経済においては男女の
格差が大きく、世界146カ国中118位という結果になっています。
　家族の姿が変化し、人生が多様化している今、「男性は仕事、女性は家庭」の『昭和モデル』
から、全ての人が希望に応じて、家庭でも仕事でも活躍できる社会『令和モデル』に切り替え
る時が来ています。
　誰もが生きがいを感じ、個性や多様性を認め合い、自分らしく暮らせる社会を実現するため、
男女共同参画社会について考えてみましょう。

　
男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、

男
女
が
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
自

ら
の
意
志
で
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
参
画
す
る
こ
と
が
で
き
、

均
等
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
を
享

受
し
て
、
共
に
責
任
を
担
う
こ

と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
社
会
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
性
別
に
関
す
る

偏
見
や
差
別
を
な
く
し
、
一
人

一
人
が
そ
の
個
性
と
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く
り

が
大
切
で
す
。

　
日
本
の
生
産
年
齢
人
口
（
15

～
64
歳
の
人
口
）
は
平
成
７
年

を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て
お
り
、

今
後
さ
ら
に
大
き
く
減
少
し
て

い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
中
、

就
業
者
の
構
成
は
大
き
く
変
化

し
、
就
業
者
数
に
お
け
る
男
女

差
は
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昭
和
55
年
で
女
性
は

バ
ラ
ン
ス
（
仕
事
と
生
活
の
調

和
）
』
が
実
現
し
ま
す
。

20
代
前
半
、
男
性
は
30
代
前
半

に
あ
っ
た
就
業
者
数
の
ピ
ー
ク

が
、
令
和
５
年
で
は
男
女
と
も

に
40
代
後
半
に
な
る
な
ど
、
就

業
者
の
年
齢
構
成
も
変
化
し
て

い
ま
す
（
図
１
参
照
）
。

　
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
女
性
の

社
会
進
出
が
進
ま
な
い
背
景
に

は
、
日
本
に
お
い
て
特
に
、
出

産
・
育
児
と
の
両
立
が
難
し
い

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
女
性

の
多
く
は
、
妊
娠
・
出
産
を
機

に
、
仕
事
か
子
育
て
か
の
二
者

択
一
を
迫
ら
れ
る
か
ら
で
す
。

　
家
庭
で
も
仕
事
で
も
活
躍
で

き
る
『
令
和
モ
デ
ル
』
を
実
現

す
る
に
は
、
柔
軟
な
働
き
方
を

浸
透
さ
せ
、
全
て
の
人
が
働
き

や
す
い
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

　
柔
軟
な
働
き
方
が
実
現
で
き

れ
ば
、
男
性
の
育
児
の
時
間
が

増
え
、
産
後
の
女
性
の
離
職
率

が
下
が
る
な
ど
、
男
女
そ
れ
ぞ

れ
が
家
庭
で
も
仕
事
で
も
活
躍

で
き
る
『
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

週全体平均（時間．分）
夫 妻

2001年 2006年 2011年 2016年 2021年 2001年 2006年 2011年 2016年 2021年
家事関連 0.48 1.00 1.07 1.23 1.54 7.41 7.27 7.41 7.34 7.28 
　家事 0.07 0.10 0.12 0.17 0.30 3.53 3.35 3.35 3.07 2.58 
　介護・看護 0.01 0.01 0.00 0.01 0.01 0.03 0.03 0.03 0.06 0.03 
　育児 0.25 0.33 0.39 0.49 1.05 3.03 3.09 3.22 3.45 3.54 
　買い物 0.15 0.16 0.16 0.16 0.18 0.42 0.40 0.41 0.36 0.33 

図
１�　

令
和
６
年
度
版
男
女
共
同
参
画
白
書
就

業
状
況
別
人
口
割
合
（
内
閣
府
）

図２�　令和３年社会生活基本調査生活時間及び生活行動に関する結果（総務省
統計局）
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ＬＧＢＴＱについて知ろう

Lesbian
女性同性愛者

レ ズ ビ ア ン

Gay
男性同性愛者

ゲ イ

Bisexual
両性愛者

バイセクシュアル

Transgender
出生時に割り当てられた性別と
自認する性別が一致しない人

ト ラ ン ス ジ ェ ン ダ ー

Questioning
自分の性的指向・性自認が定まって（を定めて）いない人

ク エ ス チ ョ ニ ン グ ♂♀
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性的マイノリティに
対する理解増進に向けて

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度

『
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
』
と

『
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
』
と
い
う

言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
？

※セクシュアリティ…人間の性の在り方全般

※コアタイム…１日のうち、必ず就業しなければならない時間帯

　日本におけるＬＧＢＴＱの割合は約
10人に１人といわれており、性的マイ
ノリティの人たちは身近に存在してい
ます。
　自身がＬＧＢＴＱではないものの、
ＬＧＢＴＱの人たちの活動を支持し、
支援している人たちのことをＡ

ア ラ イ

ｌｌｙ
といい、Ａｌｌｙの存在が注目される
ことで性的マイノリティの人たちがよ
り一層過ごしやすい世の中となり『ジ
ェンダー平等』の実現につながります。
　まずはＬＧＢＴＱを正しく知ること
から始めましょう。

　
『
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
』
と
は
、

自
身
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ

（
※
）
を
自
ら
の
意
思
で
他
者

に
打
ち
明
け
る
こ
と
を
い
い
、

『
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
』
と
は
、
他

者
の
セ
ク
シ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
本

人
の
同
意
な
く
第
三
者
に
暴
露

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
が
も
た
ら
す

事
態
は
大
変
に
深
刻
で
、
何
げ

な
く
他
人
に
話
し
た
こ
と
が
、

当
事
者
を
大
い
に
傷
つ
け
、
最

悪
の
場
合
自
死
に
つ
な
が
る
重

大
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
で
す
。

　
も
し
、
友
人
や
家
族
が
あ
な

た
に
『
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
』
し

た
と
き
は
、
絶
対
に
秘
密
厳
守

し
て
く
だ
さ
い
。

　
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制

度
と
は
、
一
方
か
双
方
が
性
的

マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
二
人
が
、
互

い
を
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し

て
責
任
を
持
っ
て
協
力
し
合
う

関
係
で
あ
る
と
宣
誓
し
、
自
治

体
が
証
明
と
し
て
、
両
者
に
対

し
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
書

受
領
証
や
受
領
証
カ
ー
ド
を
交

付
す
る
も
の
で
す
。

　
市
は
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
の
方
々

の
人
権
の
尊
重
や
生
き
づ
ら
さ

の
解
消
を
図
る
た
め
、
パ
ー
ト

　
男
女
の
働
き
方
の
問
題
点
を

解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
女

性
の
働
き
や
す
い
制
度
設
計
が

企
業
側
に
求
め
ら
れ
て
お
り
、

企
業
に
よ
っ
て
は
出
産
・
育
児

の
と
き
に
勤
務
形
態
を
選
択
で

き
る
制
度
や
、
コ
ア
タ
イ
ム

（
※
）
を
指
定
し
た
上
で
短
時

間
勤
務
と
す
る
制
度
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
の
育
児
休
業
制
度

に
お
い
て
は
、
子
ど
も
が
誕
生

し
て
か
ら
８
週
間
以
内
に
、
最

大
４
週
間
ま
で
父
親
が
産
休
を

取
得
で
き
る
『
産
後
パ
パ
育
休

（
出
生
時
育
児
休
業
）
』
が
令

和
４
年
10
月
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
男
性
の
育

児
休
業
取
得
率
は
、
平
成
25
年

で2.03

㌫
だ
っ
た
と
こ
ろ
、

令
和
５
年
で
は30.1

㌫
に
増

加
し
て
い
ま
す
（
図
３
参
照
）。

　
今
後
は
、
男
性
が
育
児
休
業

し
や
す
い
組
織
文
化
が
各
企
業

に
定
着
さ
れ
、
出
産
・
育
児
に

よ
っ
て
女
性
が
多
大
な
不
利
益

を
被
る
状
況
を
減
ら
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
導
入

を
目
指
し
て
お
り
、
市
民
の
方

々
に
性
の
多
様
性
に
関
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、

当
事
者
を
講
師
に
招
き
『
性
の

多
様
性
の
理
解
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』

を
開
催
し
た
ほ
か
、
市
職
員
が

適
切
な
対
応
を
取
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
作

成
し
ま
し
た
。

図
３�　
令
和
５
年
度
雇
用
均
等
基
本
調
査
育
児

休
業
取
得
率
の
推
移
（
厚
生
労
働
省
）
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